











Reconstruction of Education Based on the Total Human Nature 




































1971年にユネスコの教育開発国際委員会（ International Commission on the Development 
of Education ）が着手し翌年5月に完成，11月の第17回ユネスコ総会で採択された「未来の






( integrated ）人間観に立ち，個別的で（ individual ）具体的な（ concrete ）全体としての（ total 


















































































②人聞は意識する （to be aware ）存在である。
※人聞の意識は継続的であり実存の中心的事実で、ある。これは自己同一性（ self-identity ) 
























































現象学の方法は，端的に言うと精神現象（ mental phenomena ）を探求することであるが，こ






















































































例えば，個人的教育学と社会的教育学とを結合し， 現実主義的， 心理主義的世界観 ・教育観と
理想主義的，合理主義的世界観 ・教育観を結合することに確信と要請を持っていた。偏見やド
グ、マにより分解すべきではないものを分解することを止め全体的に統合する見地に立っていた。



























































1 .方法知（ Know How ）よりも目的知（ Know What ）が大切な時代
(1) E. F シュマッハーの提言
「脱近代化」「脱工業社会論」 の視座に立って，ヨーロッパ生まれらしい「超」経済学とも
言うべき著書「人間復興の経済J( Smal is Beautiful ）」，「混迷の時代を超えて」等を残して













とするかということである。ノウ ・ハウ（ Know How）よりもノウ・ホワット（ Know 




























































































過 程 志 向 型 教 育目標
語 ｜社会的行動力 ｜言 ｜直観的感受力
価 ｜道徳的判断力 ｜価 ｜芸術的表現力
値 l l値 l
（意）｜ 倫理的認識力 ｜（情）！情緒的鑑賞力
知議 理ー解・技能への維持、客観的に鵬可能、分析的地理可能、経験的・行動的、I！鵠’制・態度形成への期待、主観的で艦柵難、結合的。非合理的な雌
計量ft.測量化可能、7ォー7川棚可能、比較的醐i：成就が可能 計量化 測ー定化が困難、イン7t－？川評価、長期的 e継続的過程で蹴
教育的価値論に倣って上表のような学校教育目標を知 ・情 ・意 ・体等の面から設定するのが




























































































































































第四に，授業でも， テクニック（技術）というよりもア トー （芸術）として考える場合もあ
り得る。この場合は，当然計量化の対象と してはならないことは当然である。その他非合理な
もの，主観的なもの，直観的なもの等を大切にすべき場合も多々あり得る。（以下実践篇に続く）
